
通商問題が上値圧迫、70ドルに迫る展開
NY原油先物相場は、1バレル=71ドル水準まで下落し、昨年12月30日以来の安値を更新した。上げ一

服後の調整売り優勢の地合が続いていたが、トランプ米政権の通商政策に対する懸念もあり、70ドルの

節目に迫る軟調地合になった。米原油在庫が増加に転じたこともあり、改めて需給緩和見通しを織り込

む動きが優勢になっている。石油輸出国機構（OPEC）プラスの合同閣僚監視委員会（JMMC）は、2月

3日の会合で4月からの段階的な減産縮小計画を確認している。

トランプ大統領は2月1日、カナダとメキシコに対して25 % 、中国に対して10 %の関税を4日から課

す方針を発表した。カナダとメキシコはともに米国向けに原油を輸出しており、関税が課せられると米

国内供給に混乱が生じる可能性もあった。しかし、両国に対する関税発動は1ヵ月先送りされている。

一方、中国に対しては予定通りに関税が発動し、中国政府は報復として10日から米国からの原油輸入な

どに対して10～15%の関税を課すと発表した。株価への影響も軽微も、原油相場は上値を圧迫された。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（1月31日時点）は、原油が前週比866万バレル増、ガ

ソリンが223万バレル増、石油精製品が547万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成
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通商問題で70ドル割れのリスク、イラン産供給不安には要注意
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【展望】

今週も戻り売り優勢の地合が続く可能性が高いが、すでに年

初の急伸に対する反動安の消化はほぼ終了し、値動きは限定

されやすい。米中間の通商環境悪化に加えて、トランプ米大

統領は今週に多くの国に対する相互関税を発表することを予

告している。相互関税の内容が明らかにされていないが、さ

らに通商リスクを高めていくような動きがみられると、70ド

ル割れを打診する可能性が高まろう。特に米原油在庫が3週

連続で増加すると、値下がりリスクが高まる。

2月12日に石油輸出国機構（OPEC）、13日に国際エネル

ギー機関（IEA）が最新の月報を公表する。ここで需給緩和

見通しを再確認する動きがみられると、下振れリスクが高ま

ろう。特に需給緩和見通しと通商リスクの高まりが同時進行

すると、値下がり幅が大きくなりやすい。

一方、イラン産原油の供給不安が再浮上していることには注

意が必要。トランプ大統領は2月4日、イランに「最大圧力」

を掛ける政策を復活すると表明した。財務省と国務省に対し

てイラン産原油の輸出をゼロにするための取り組みを指示し、

6日にはイランから中国に石油を輸送する石油会社やタン

カーなどに対する制裁が発表された。さらに強力な制裁措置

が発表されると、短期供給不安を背景に改めて投機買いが膨

らむ可能性が浮上する。

トランプ大統領は米国内での原油増産を呼び掛けているが、

マーケットの関心は薄れている。多くの石油会社は、トラン

プ大統領の要請に応えて増産を加速させる環境にはないと評

価しており、米増産ペース加速の思惑は後退している。ただ

し、70ドルを割り込むと増産ペース鈍化観測が下値を支える

見通し。
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